
東住吉校区

博多校区 御供所地区

認知症カフェ  ごくごくカフェだんらん

麻生塾子ども食堂  すみーる

　御供所公民館では、月に１回認知症カフェ「ごくごくカフェだんらん」（以下、「ごくだんカフェ」）
を、開催しています。認知症カフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉等の専門
家が気軽に集い情報交換やお互いを理解する場所です。「ごくだんカフェ」は、公民館、福祉事業
所ネットワーク「おいさ博多」、福岡医健・スポーツ専門学校、地域住民の協力のもと開催されてお
り、福祉の専門職による、認知症等の勉強会と専
門学校の学生による体操や、季節に合わせたレク
リエーションなどが行なわれています。
　令和５年８月１９日は、ひんやりとした「わらび
餅」を参加者みんなで作り美味しくいただきまし
た。レクリエーションは、毎回、学生が事前準備と
当日の進行を担当します。参加者は「孫のような
若い人と一緒に、お話しやモノ作りができてカフ
ェの日が楽しみ」と話され、学生から「社会人にな
る前に、高齢者と接する良い機会になる。楽しん
でもらうと、次も良いものにしたいと思う」といっ
た頼もしい意見を聞くことができました。

　東住吉校区に立地する「麻生医療福祉専門学校」では、地域の子どもたちの居場所として平成29
年より「麻生塾子ども食堂」を月に1回開催しています。食事提供やレクリエーションを実施してお
り、企画や調理、ホームページを含む広報活動等をすべて学生が行なっています。子どもたちと学生
との交流を通して、親や先生といった「タテの関係」や、友だちなどの「ヨコの関係」でもない、少しだ

け歳の離れた地域のお兄さん・お姉さんとしての「ナ
ナメの関係」を築き、声を掛け合える居場所づくりを
目指しています。
　令和5年8月2日は、年に1度の特別企画として夏
祭りを開催しました。焼きそばやかき氷、チュロスな
どの屋台や、おばけ屋敷や輪投げなどのゲームコー
ナーが並び、沢山の子どもたちの笑顔に溢れていま
した。
　また、他の学校からの子ども食堂立ち上げに関す
る相談を受けるなど、麻生塾をはじめとした学校に
よる地域福祉活動が広がりつつあります。

各活動のお問合せは、博多区社協事務所までご連絡ください。  ☎436-3651

▲学生と一緒に「わらび餅」作り

福岡市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

ここっと

社会福祉法人福岡市社会福祉協議会
博多区社協事務所（博多区社会福祉協議会）
福岡市博多区博多駅前2-8-1 博多区役所６階
TEL：092-436-3651  FAX：092-436-3652
Eメール：hakataku@fukuoka-shakyo.or.jp
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この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

千代校区 まちの保健室

「博多区 RUN伴+２０２３」

■ 日蓮宗　本興寺　様
■ 株式会社　ラグジュアリー　様
　 地域活動の推進のために使用させていただきます。
■ 日産化学株式会社　福岡オフィス　様
■ 立花寺緑地リフレッシュ農園　様
　 野菜
　 博多区内の子ども食堂等に配布いたしました。

■ 日蓮宗　本興寺　様
　 食品・菓子・飲料
　 博多区内の子ども食堂等に配布いたしました。
■ 紙与不動産　株式会社　様
　 備蓄食
　 博多区内の子ども食堂等に配布いたしました。

ご寄付ありがとうございました

　千代校区では、令和4年度より毎月第4火曜日14時～15時30分に「まちの保健室」を開催していま
す（会場は千代公民館と千代人権のまちづくり館で交互開催）。令和3年度に高齢になっても安心して
暮らせる校区を目指して、地域役員などの参加による「高齢化座談会」で出し合った意見を『ふれあい
のまち千代 校区プラン』としてまとめ、その具体的な実践として「まちの保健室」がスタートしました。
　校区社協と校区の事業所（医療・介護の機関）で組織す
る千代地区事業者ネットワーク連絡会が協力し、毎回健康
チェックを行なった後、脳トレや介護保険の講座など健康
をテーマに開催しています。
　健康に役立つ内容が、毎回地域の方に喜ばれており、
「色んな講座で知識がついた」「楽しみながらのトレーニン
グでまたやりたい」といった声が聞かれました。

　「認知症になっても安心して暮らしていけるまちづくり」を目指して、認知症の人や家族、支援者、その
他多くの人の参加を得て、認知症について理解し、一緒に歩いてタスキをつなぎゴールを目指すプロジ
ェクト「RUN伴+２０２３」が令和5年9月23日に４年ぶりに開催されました。
　博多区では、麻生医療福祉専門学校の１年生をはじめ、地
域団体、事業所等約10０名以上が活動に参加し、認知症の
シンボルカラーオレンジ色の服を着て、スタート地点の板付
公民館からゴールの博多駅を目指して区内数か所の事業所
（医療・介護の機関）を経由しながら、約6キロの道のりを歩
きました。
　参加した学生からは「認知症について考えるきっかけにな
った」との声が聞かれました。
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